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○心豊かな子

学 校 だ よ り ○進んで学ぶ子

下野市立石橋北小学校 ℡５２－１１３４ ○健康でたくましい子

一人ひとりを大切にした、笑顔いっぱい やさしさいっぱいの学校 発行者 齋藤 佳代子

今、１、２年生は、生活科の学習で植物を育てています。一人一鉢、自分の

責任で世話をし、成長を観察しています。植物の世話をする体験や、諸感覚を

働かせての観察などをしていくことで、教科書や映像からでは得られない気付

きや学びがあります。

体験を通して学んだことを身に付け、更に学びを深めていけるよう、石橋北小学校では体験

を通した学びを大切にしています。これからも地域に出て学習することや、地域の方をゲスト

ティーチャーとして招いて学習することもあります。子供たちが本物に触れ、体験を通して学

び、学んだことを次に生かし実践していける機会や環境をつくっていきます。

業間時に、竜巻発生を想定して、迅速かつ安全に避難して身を守る訓練を行いました。

子どもたちは、事前に教わった竜巻の近づく兆候や避難方法をもとに、それぞれの場所で

避難行動ができました。 集団で生活しているので、何か避難が必要なときに大切なのは、

バラバラにならないこと、つまりは「行動をそろえること」です。そのためには教職員の

無駄のない指示も必要になります。どのクラスも、緊急時を想定した今日の避難訓練で、

担任の指示に従ってそろった行動をとることができていました。今回は学校での竜巻を想

定していますが、自然災害はいつ・どこで発生するか分かりません。休日や放課後、友達

と遊んでいる時や家庭で過ごしている時かもしれません。ご家庭でも万が一に備えて、避

難経路などを確認し「自分の命は自分で守る」ことをしっかり話し合いをして頂きたいと

思います。

また、放課後は、児童引き渡し訓練を実施しました。保護者の皆様のご協力ありがとう

ございました。雷や竜巻などの悪天候、不審者（逃走中）、大規模な災害などからの避難

については、今回のような引き渡しの避難を実施することになります。

命は１つ。有事に備えて、その時々の訓練が子どもたちにとっても先生方にとっても意

味のあるものになるようこれからも大切な学校行事に位置付けていきます。今後ともご協

力のほどよろしくお願いいたします。

6月20日(金)スクールカウンセラー伊澤先生による授業(構成的グループエンカウンタ

ー)を１～３年生に実施していただきました。じゃんけん遊びを取り入れ、子どもの緊張を

ほぐし、集中力を維持したり先生の話に関心を集められるゲームなどを行いました。特に

小学校の場合は集中力が途切れやすい低学年にとっては、集団遊びをすることで、人と人

との絆が深まり仲間意識が育ったり、協力したり、助けたり助けられたり、人間関係づく

りに役立ちます。授業を通して、

友達への配慮や話をよく聞くこ

と、様々な規律も学ぶことができ

ました。



６月２３日（月）から３日間、５年生が臨海自然教室へ行ってきました。仲間を思いや

り、協力することや「５分前行動」などを目標に３日間の集団生活を体験しました。今年

度は、細谷小学校５年生と同じバスで移動し、様々な活動を同時に実施しました。互いに

元気にあいさつを交わすなど、気持ちのよい態度で接することができました。「最高の思

い出ができました～」と満面の笑顔で話す５年生。たくさんのがんばりと成長が見られた

３日間でした。

保護者の皆様には、準備等で御協力をいただき、ありがとうございました。

生物の一生を観察する理科の学習と連携し、オオムラサキの成長を観察しています。昨年度ま

で本校に勤務していた荒川先生が、今年もオオムラサキの幼虫を探してきてくださいました。エノキ

の葉を食べ、ぐんぐん大きくなったら、葉っぱそっくりのさなぎになること2週間、ついに６月20日の

朝、羽化を確認しました。

昼休み、子どもたちが「がんばれ！」と声援する中、飛び立ちました。高く高く飛び、一度校舎に

とまって別れを惜しんでいるかのようでした。大歓声に見送られ、飛んでいきました。

今年で７５年目を迎える、「社会を明るくする運動」の一環で、保護司さんと更

生保護女性会の皆様から、１年生に手作りのキーホルダーをプレゼントしていた

だきました。かわいらしい鈴の音が安全・安心な地域社会に、響きますように。

子どもたちと一緒に ベルマーク回収ボックス 図書ボランティア

プール清掃 ベルマーク集計（引き渡し訓練前の一コマ） 力作！正門の掲示物


